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「高血糖」でひとくくりにされる症候群．
「食事」・「運動」・「薬」が治療の基軸です！



食物からの糖質摂取
（デンプン，スクロース，グルコースなど）
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インスリンの
量や作用の
不足が主因

この原因と程度が
1人ひとり違うから
必要とする治療が
違うのです



「インスリンの分泌不足や作用低下
という体質をお持ちの方が
運動不足であるにもかかわらず
エネルギーを過剰に摂取すると
高い確率で糖尿病になります．」

「糖尿病になる人」が
「食べ過ぎ」とは限らない！

「甘いもの」だけが
糖尿病の原因
とは言えない



「糖尿病のお薬は
ご病気の原因と状態を見極めて
種類や量を決定します．
容態によってお薬の種類や量が
減ることもあるのです．」

病歴・家族歴や
血液検査の結果
をふまえて
総合的に判断

「インスリン分泌能」 と 「インスリン抵抗性」 がカギ！







論文データを解釈する際の注意点

 臨床試験は，一般的に通常診療とは異なる
手厚い監視（☜サポート）体制下で実施．

 臨床試験ごとに設定される適格基準と除外
基準に適合する患者像は，通常診療の平均
的な患者像と，必ずしも一致しない．

 成長期の小児，糖尿病合併妊娠症例，
高齢者にはなじまない．

 相対的な蛋白質・脂質の過剰摂取に陥る
ケースもある．



「糖尿病との付き合いに悩んだり
血糖コントロールに苦労している…
そんな時こそ基本に忠実な歩みで
信頼できる情報を大切にして
治療を続けましょう．」



糖尿病協会の会員さんに毎月配布される
最も信頼できる患者さん向け・市民向け情報誌



新しい全国キャンペーン！
「みんなで糖尿病を変えていこう」

社会的偏見による差別を，欧米では
「スティグマ（stigma）」と呼ぶ．

特定の属性に対して刻まれる負の烙印を
意味するギリシャ語に由来する言葉．

このスティグマを取り除くためには・・・
➡私たち1人ひとりが糖尿病を正しく理解
➡その理解を仲間に広める
➡社会全体を変えていく


